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1. はじめに 
２００３年３月に川崎市内においてＧＰＳ水準測量を実施して以来、2007年３月にい
たるまで毎年同じ月の３月にＧＰＳ水準測量を実施してきた。観測点の数は年度により

異なるが、観測の方法は同一である。すなわち国土地理院の電子基準点「神奈川川崎」（９

３０２６）を基点として､川崎市内の水準点においてＧＰＳ観測を実施して楕円体高を決

定し､これに「GSIGEO2000」によるジオイド高の補正を加えて､ＧＰＳ測量正標高を決
定した。また通常の水準測量結果をもちいて「神奈川川崎」のＧＰＳ正標高を起点とし

てＧＰＳ水準測量のおこなわれた水準点の水準測量正標高を決定した。今回の報告では

過去 5 年間の経験を総括し、どのような条件のもとでＧＰＳ水準測量が実用化できるか
を確認した。 
なおＧＰＳ測量正標高はもともと採用したジオイドモデルに左右される標高であるが、

現在国際的には「ＥＧＭ９６」というジオイドモデルが広く採用されている。今回は

「GSIGEO2000」と「ＥＧＭ９６」というモデルを採用したときの結果の違いについて
も考察した。 

2．ＧＰＳ測量正標高と水準測量正標高とによる地盤変動の比較 
ＧＰＳ測量正標高、すなわちＧＰＳ観測による楕円体高にジオイド高の補正を加えて

得られる正標高と、水準測量正標高すなわち在来の水準測量による正標高とは必ずしも

一致せずこの差を補正面（corrector surface）という。この差を見積もることがＧＰＳ水
準測量の重要な要因となる。川崎市内での２００３年３月の観測結果につきこの二つの

正標高を比較すると、その差は－１．８ｃｍから＋１．２ｃｍの間にばらつくことが判

つた。2007年３月に実施されたＧＰＳ水準測量においても今回のＧＰＳ測量正標高と水
準測量正標高とを比較すると、その差は－０．５ｃｍから＋２．５ｃｍの範囲にあった。

他の年度も同じような傾向で、最大最小の範囲は３ｃｍ以内であった。川崎市のような

狭い範囲ではこれは一定値であるとすると，１ｃｍ程度と考えられる。すなわちＧＰＳ

水準測量結果に－１ｃｍの補正を加えれば従来の高さシステムに適合した正標高が得ら

れる。なお、観測のばらつきから推測して、GSIGEO2000を用いる場合、ＧＰＳ水準測
量による正標高決定は、±１．５cｍの精度で可能であることを再度確認した。 

３．ジオイドモデルの影響 

 各測定点におけるGSIGEO2000によるジオイド高とEGM96によるジオイド高の差を比較し

てみると測量範囲のもっとも東の点２５７Ａでは＋１５ｃｍ、中間の１７４Ａでは＋１７

ｃｍ、最西端の３０７Ａでは２９ｃｍと北西方向へ向けて大きくなる。絶対正標高ではこ

の分だけ採用したジオイドモデルにより差が出てくる。 



４.結論 

ジオイド高の時間変化はArdalan and Grafarend( 2001)によれば+0.2ｍｍ／ｙとされ
ているから、補正面（corrector surface）の時間変化は考えなくてもよいとすると、

ＧＰＳ測量正標高と水準測量正標高の時間変化は同じと考えてよい。またこの補正面の数

値は､新旧同一と考えてよいから､標高の時間変化には影響しない。今までの結果は、地盤

沈下の監視を目的とした場合には、±１．５cｍの精度でよければＧＰＳ水準測量の実用化

ができることを示している。 

最終的には幹線路線は在来の水準測量を実施し､この路線の間を細かく埋めるようにＧ

ＰＳ水準測量を行なって、新旧の差をとり、その差について網平均すると言う手順をとる

ことによって在来と同じ精度の地盤変動監視ができるものと考えられる。なお観測時間は

今までの試験観測ではやや不足であるので１２時間連続観測を実施することが望ましい。 


